
令和7年度 とうきょう すくわくプログラム活動報告書 

舟渡保育園 

５歳児クラス 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

絵画「絵で表現することの楽しさを知る」 

 

＜テーマの設定理由＞ 

クラスの子どもたちは、日頃から絵を描くことが大好きで、自由遊びの時間にも自分から進んで描く

姿が多く見られた。 

その“好き”という気持ちを大切にしながら、絵で表現する心地良さや、自分のイメージが形になって

いく楽しさを存分に味わってほしいと考え、このテーマを設定した。 

絵画活動を通して、自分らしい表現に自信を持つこと、たま友達の作品の良さにも気づき、互いを

認め合う温かい関わりにつながることを期待し、取り組んだ。 

 

２．活動スケジュール 

毎月１回、翌日のカレンダー製作として、前月の末に活動日を設定した。 

新しい月を迎える準備として、朝の会で本物のカレンダーや絵本を見ながら、季節の変化や日本の

伝統行事、友達や自分の誕生日、保育園の行事について話し合う時間を設けた。 

子どもたちが「次の月はこんなことがあるんだ」「○○の誕生日楽しみだね」と期待を高められるよ

うに、視覚的にもわかりやすく提示する工夫をした。 

新しい時になると、自分で作成したカレンダーを保育室に飾ることを大切にし、気持ちの切り替えや

喜びの共有が出来るようにした。 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

・いつでも自由に絵画活動が出来るように、個人の筆箱や鉛筆、自由画帳を個人のロッカーに入れ

て保管した。 

・造形ワゴンには色鉛筆・水性ペン・マッキーペンなど、絵画に使用できる素材を常備し、子どもが

自ら選んで色付けできる環境を整えた。 

・自画像の絵画活動の際には、事前に家庭から個人用の鏡を持参してもらい、子どもが必要に応じ

てすぐ使えるように、低い棚に保管して出し入れしやすくした。 

・毎月のカレンダー製作では電子モニターを活用し、その月に関わる行事や季節の出来事を知る機

会をつくり、製作への興味や理解を深められるようにした。 

 

 



４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

・毎月１回、翌日のカレンダー製作を行い、その月に関わる行事や季節の様子をしりながら製作に

取り組む。 

・自画像の絵画活動では、鏡を使って自分の顔の特徴を観察し、細部まで意識して描く経験を重ね

る。 

・自由遊びの時間には、自由画帳や画用紙を使って自由に絵画活動を楽しみ、電子モニターやタブ

レットで見本の画像を見ながら描くなど、興味に応じた表現ができるようにした。 

 

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞ 

・子どもたちは、自分の筆箱や自由画帳を自由に手に取り、思い立った時に絵を描き始める姿が多

く見られた。造形ワゴンからは色鉛筆や水性ペン、マッキーペンなどを自分で選び、表現したいイメ

ージに合わせて道具を使い分けるなど、主体的に活動する姿が育った。 

・保育者は子どもたちが主体的に絵画活動を楽しめるよう、道具を自分で選び取りやすい環境を整

えた。また、描きたい気持ちが自然に湧き出るよう「どんな色がいいかな？」「どこが気になる？」な

どの気持ちに寄り添う声掛けを行い、表現の幅が広がる様に支援した。 

・カレンダー製作では、電子モニターに映した季節の行事や自然の様子を興味深そうに眺めながら、

「こうしたい」「この色がいい」などとイメージを広げ、製作へとつなげる姿が見られた。 

・自画像の絵画活動では、鏡じっくり覗き込みながら顔の特徴に気づき、「まゆげはここだった」「目

って黒いだけじゃないんだ」などと発見を楽しみながら丁寧に描き進めていた。友だち同士で「似て

いるよ」「ここすごく上手」と声を掛け合い、お互いの表現を認め合う姿も見られた。 

・活動の中で鏡の使い方や顔の特徴の捉え方に気づくように促しながら、子どもが見つけたポイン

トを大切に受け止め、自分らしさを表現できるように言葉で支えた。 

・発表会では、友達と協力して描いた共同作品を披露する場をつくった。子どもたちは役割を決め

ながら製作を進め、発表の場では作品への思いや工夫した点を堂々と伝える姿があった。友達の

発表を受け止める姿も育ち、共同でつくり上げる喜びが感じられる活動となった。 

・共同製作では、子ども同士が意見を出し合えるように間に入りすぎず見守り、必要な場面では役

割分担の仕方や相談の方法をそっと提案した。発表の場では、緊張する子どもに寄り添いながら、

自信を持って話せるよう励まし、安心して表現できるように関わった。 

 

＜活動の様子の写真＞ 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

絵画活動を通して、子どもたちが「描くことそのものを楽しむ気持ち」を強く持っていることに改めて

気づかされた。自由が帳や筆箱を自分で持ちだし、思い立った瞬間に表現を始める姿は、子どもた

ち自身が主体的に学びを見つけ出す力を持っていることを示していた。 

また、鏡を使った自画像製作では、子どもたちが細部をよく観察し、自分の顔の特徴に気づこうとす

る姿が多く見られた。これは「理解したことを丁寧に表現したい」という内面の育ちがあるからこそ

生まれる姿であり、こうした探求的な活動が、子どもの表現力をさらに引き出すことを実感した。 

活動を継続する中で、友達の作品を温かく認め合う姿が増えていったことも印象的であった。 

「似ているね」「ここが上手だよ」と言う関わりは、絵画活動を通した相互理解や肯定的な人間関係

の育ちに繋がっていると感じた。保育者が肯定的な声掛けを心掛けることで、子ども同士の認め合

いが自然に広がっていくことにも気づかされた。 

さらに、共同製作や発表の場では、子どもたちが役割を考えたり、意見を出し合ったりする姿が見ら

れ、協働的に表現する喜びが育っていることを感じた。保育者の関わりとして、必要以上に口を出さ

ず、子ども同士の相談や試行錯誤を見守る時間の大切さを再確認した。また、緊張する子どもに寄

り添うことで、安心して自分の考えを言葉にしようとする姿が引き出されることにも気づいた。 

今回の活動を通して、絵画活動は単に「作品をつくる」だけでなく 

・自分を見つめる 

・友だちを認める 

・イメージを共有して協力する 

といった、心の成長に深くかかわる活動であることを改めて感じた。 

今後は、子どもが自ら描きたいものに出会えるような環境つくりをさらに工夫するとともに、気づきや

表現の喜びが深まるよう、素材の提示や言葉掛けの質を高めていきたい。 


